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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

やや複雑

グローバル

Supply Chain Collaboration この機能は、該当するソリューションを使用しているす
べてのお客様に対して自動的に有効になりますが、お
客様が設定する必要があります。

外部情報ソースの統合をサポートするには、DTD の cXML バージョンが
1.2.030 以降であることが必要です。

オーダー明細に追加する URL は、HTTP(S) プロトコルでも FTP(S) プロト
コルでもかまいません。

バイヤーは、Ariba Network 用の適切な公開証明書をインポートする必要
があります。https://support.ariba.com/item/view/178876 を参照してくだ
さい。

サプライヤへの外部情報ソースへのアクセス権限の付与は、バイヤーの
責任で行います。

この機能では、SAP ECC 文書管理システムやその他の SAP アプリケー
ション (SAP Intelligent Product Design) への標準統合も、非 SAP 情報
ソースなどへの標準統合も提供していません。

バイヤーがドキュメント、注文書に関連する対話型 Web 
フォームやテクニカルドローイング、分納契約や分納契
約リリース明細などの追加情報をサプライヤと共有しな
ければならないことがよくあります。現在、Ariba 
Network では、cXML メッセージの一部としてドキュメン
トを添付することができますが、添付するドキュメントの
最大許容サイズに関して制限があります。

具体的には、直接調達/サプライチェーンコラボレーショ
ンのシナリオにおいて、サプライヤと共有する情報は機
密性が高く、バイヤーは公共のネットワークを介してこ
の情報を送信することを望んでいません。

この機能により、バイヤーは、注文書、分納契約、および分
納契約リリース明細の cXML を使用して、ドキュメント管理
システムなどの情報ソースに URL ベースのリンクを含める
ことができます。cXML に含められるリンクを使用すること
で、サプライヤは、シングルサインオン (SSO) を介して外部
情報ソースにアクセスし、ファイルをダウンロードすることが
できます。

この機能では、対応するレポートファイルをダウンロードす
ることで、バイヤーがコンテンツへのサプライヤのアクセス
を追跡できるようにするログ記録機能も提供しています。

外部情報ソースの統合機能を使用することにより、バイヤーは、サプライ
ヤと機密情報を安全に共有したり、その情報にアクセスしたユーザーに関
するレポートを確認したりすることができます。
この機能の主なメリットは以下のとおりです。

• 一元的な情報ソースへのアクセスを可能にすることで、サプライヤとの
より効果的かつ効率的なコラボレーションが実現します。

• 機密情報が社内で保持され、シングルサインオン (SSO) による安全な
アクセスが可能になります。

• ファイルを送信する代わりに、外部のドキュメント管理システムを活用す
ることで、ドキュメントの状況、ドキュメントの変更、ドキュメントのバー
ジョン管理などの制御が向上します。

• 監査証跡ログ記録により、サプライヤによる共有情報へのアクセスの
制御が向上します。

https://support.ariba.com/item/view/178876
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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合

バイヤーのユーザーインターフェイスに関する変更
マーカーは、オーダー明細に外部情報ソースへのリンクが 1 つ以上含まれていることを示します。
マーカーは、品目のオーダー番号の横に表示され、以下のページに表示されます。

送信トレイ→ [オーダー/リリース] ページ

送信トレイ→ [オーダー/リリース] → [品目の詳細] ページ

サプライヤのユーザーインターフェイス
に関する変更

外部情報ソースへのリンクが注文書明細に含まれて
いる場合、サプライヤの Ariba Network ユーザーイン
ターフェイスにマーカーが表示されます。

このマーカーは、以下のタブ/ページでオーダー番号の横

に表示されます。

受信トレイ→ [オーダー/リリース]

受信トレイ→ [確認対象の品目]

受信トレイ→ [出荷対象品目]
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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合

サプライヤのユーザーインターフェイスに関する変更

注文書明細の詳細で、サプライヤは、添付されたすべてのリンクを確認することができ、また、URL に直接アクセスすることができます。

ページネー
ション
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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合

サプライヤのユーザーインターフェイスに関する変更

リンクにアクセスすると、ポップアップの注意が表示されます。[確認して続行] を選択すると、リンク先が新しい Web ブラウザタブまたはウィンドウで開か
れます。その際、バックグラウンドで SSO トークンが対象システムに送信されます。
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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合

技術的な詳細

• 転送に http(s) または ftp(s) プロトコルを使用するソースがサポートされます。文書管理システムは任意です。
• Ariba Network はアイデンティティプロバイダとして機能し、認証用に一方向の SSO トークン (SAML 2.0 を使用) をアイデンティティ転送として外部

情報ソース/サービスプロバイダに送信します。
• 一方向の SSO トークンは、Ariba システムから SSO トークンを送信しても、Ariba システムではサービスプロバイダからのさらなるフィードバックの

受信を期待していないことを意味します。
• SSO 認証が正常終了するか、目的のリソースに正常にアクセスできた場合 (ファイルダウンロードが完了した場合など) には、対象のサービスに

よってアクセス権が付与されます。Ariba Network は関与しません。

技術的なフロー
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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合

注文書明細の詳細レベルでの cXML 抽出 (リンクの添付あり) の例
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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合
バイヤー向け機能: 外部情報へのアクセスに関するレポート

1.種類が [外部ドキュメントソース] のレポートを作成します。

2.ジョブを手動で実行するのか、またはスケジュールされたレポートとして実行するのかを選択します。
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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合
バイヤー向け機能: 外部情報へのアクセスに関するレポート

3.選択条件 (サプライヤ、期間) を選択して、[提出] ボタンをクリックします。

4.ジョブの状況が [処理済み] になるまで [状況の更新] をクリックしたら、[ダウンロード] をクリックします。
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機能の概要
説明: 外部情報ソースの統合
バイヤー向け機能: 外部情報へのアクセスに関するレポート

5.ファイルを開いてログ (csv 形式) を確認します。


